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2019 年度事業報告書 

 

1、『公益目的事業』 

（１）地域におけるセーリングスポーツ・レクレーション活動の普及と振興事業 

  ①    地域でのセーリング教室、海洋教室への協力 

呉市海洋教室、7/27 観音マリーナにて実施約 22 名 

福山市民レガッタ 9/27？ 

  ②    広島セーリングスクール体験会の実施 

小学校、公民館等に案内のうえ 3 回実施 

  ③  企業、学校等を対象としたセーリング体験会（レクリエーション）の実施 

    ヤマネホールディングス、中外テクノス、クローバー、朝日医療、他 

（2）障がい者を含むセーリングスポーツ・レクレーション活動の普及と振興事業 

ア. 2019 大会事業（セーリングスポーツ・レクレーション振興事業） 

①      2019 広島信用金庫杯第 11 回ひろしまピースカップ＆国際親善交流大会開催 

2019/9/21 台風が来る中で、選手 74 人参加（香港 16 名）、役員,担当 約 80 名、出席役員 松井市⾧、 

広島県地域政策局スポーツ推進課、広島南ロータリークラブ、広島信用金庫、日本セーリング連盟  

障がい者セーリング推進委員⾧、オーストラリアからクリス・ミッチェル氏、西井伸嘉氏ら参加。 

この大会では、日本のハンザ紹介 20 周年記念として西井氏に感謝状を贈呈する。 

（会報 2020 報告書作成済）香港及び全国の日本各選手との交流ができた。 

※ハンザの普及に貢献された西井伸嘉氏は 1 月 24 日逝去されました。 

  ②   各地のハンザ大会等に参加し、各地域の仲間と交流を図り自立をめざす 

8 月 23 日 広島市こども療育センター主催 福祉機器展に参加 体験者 30 組（約 50 名）体験 

7/6 41 名 7/15 40 名 8/10 37 名 10/22 50 名（体験試乗会） 

障害のある人たちに大変興味を持っていただいた。陸でヨットの体験ができると驚いていた 

  ③   ハンザやＯＰを使用し練習会等を通じて障がい者を含むセーリングの普及を行う 

・4/13 21 名、4/14 16 名、4/28 29 名、5/19 39 名、6/22 23 51 名、7/7 24 名、8/24 15 名、 

9/8 24 名、11/19 21 名 

・国内大会に出場する選手等の育成強化を図った 

イ．セイラビリティ広島活動事業 

①     障がい者試乗会（広島市心身障害者福祉センター、廿日市特別支援学校、その他） 

3/23 24 名、4/21 40 名、6/1 66 名、6/16 32 名、7/15 40 名、9/7 39 名、10/5 61 名、 

10/22 50 名、10/27 30 名 

②    各地のハンザ大会に参加し、各地域の仲間と交流を図り自立をめざす 

全国ハンザ大会に参加し、各地域の仲間と交流を図った 

江の島 5/1112、三重 8/3、牛窓 10/19 20 
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  ③   ハンザやＯＰを使用し練習会等を通じて障がい者セーリングの普及を行う 

・ハンザを使用したセーリング教室（セイラビリティ広島の活動） 

4/13 ,4/21 6/1 7/15 9/7 10/5 10/27  
 

  ④  「渚の交番」の整備についての検討 中止を決定 

（３） 安全活動推進事業 

  ①    安全講習会の実施（メンバーズミーティング） 

４月７日（日）ﾒﾝﾊﾞｰｽﾞﾐｰﾃｨﾝｸにて広島海上保安部様講演 

松尾常務理事による「練習時の安全対策提言」講演安全講習資料は HP でも公開 

  ②    救助艇の運行方法の講習と指導 

4/7 実施 他随時実施（小安協の事業） 

  ③    救助艇のマリーナ内での管理指導 

随時実施 

  ④    台風等、自然災害に対する指導  

4/7 実施 台風予報により随時実施 

  ⑤    AED 講習会の実施（水難救済会の会員としての活動） 

機器の定期点検実施、講習会は未実施 

（４） マリーナ利用事業 （関連施設等の運営に対する援助及び参画事業） 

  ①  施設の備品充当  

随時実施 

  ②    海洋気象状況の情報提供  

随時実施 

  ③   競技艇・コーチボート運搬に使用するトレーラー及び備品用具の貸与 

 随時実施 

  ④    県連艇の維持管理  

随時実施、12/8 会員有志により定期点検実施 

（５）大会等の開催、派遣事業及び育成強化等の競技力向上事業（大原常務理事） 

 ア．競技会開催事業（年間レース日程の調整と決定） 

  ①   主催事業  

県春期選手権 5/19(34 艇)、夏期オープン選手権 7/13-14(50 艇）、会⾧杯 10/20(32 艇)、 

ピースカップ 9/21-22(45 艇)、全日本チームレース 10/12-13 中止 

  ②    共同主催及び事業協力 

レーザー中国選手権 4/20-21(50 艇)、呉みなとまつりレース 4/29 中止、県高校春期選手権 5/18-19、

セールヒロシマ 5/24-26(74 艇)、全国高校総体中国水域予選 6/14-16（32 艇）、広島水域ＯＢ戦  

6/19(8 チーム)、国体県予選 7/13-14(29 艇)、全日本ＯＰチーム選手権大会 9/14-16(12 チーム)、 

県ジュニア選手権大会 11/18（14 艇）、広島市シングルハンド選手権 9/2 (17 艇)、福山市⾧杯、 

酔水島一周など県東部地区のレース等 
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  ③   競技艇計測・登録 

     県連計測はコロナ対策のため 4 月以降に変更 

  ④    国際競技規則の運用事業 

 チームレースクリニックの開催 6/27-28、 

レースマネージメントクリニック 11/10(19 名) 

  ⑤    ジャッジ養成、資格認定講習事業 

イ．派遣事業 

  ①    大会役員、選手等派遣（国体、国体広島県選手団選考・派遣等） 

    茨城国体中央派遣（1 名）、鹿児島プレ国体中央派遣（1 名）、国体県選手団選考・派遣等 

  ②  2020 東京オリンピックに向け、コアメンバーのスキルアップやトレーニングレースへの派遣 

プレオリンピック役員派遣（8/15-22）9 名 

セーリングワールドカップ役員派遣（8/25-9/1）9 名  

江の島レースマネージメントクリニックへの参加 10 名（延べ 22 回）の参加 

  ③ 中四国連絡会（広島） 2/2 3 名参加 

ウ．育成強化事業 

  ①    茨城国体目標得点 30 点 中長期目標 30 点 総合 8 位 

得点 22 点 天皇杯 11 位 皇后杯 6 位目標の 30 点にはおよばなかったが健闘した種目もあり  
  ②    国体選手強化計画実施（県体協補助事業） 

県外合宿 特別県外合宿を随時実施  
  ③    技術力向上のため、優秀なコーチを招聘 

3/14-15 市野氏，3/20-21 佐々木氏で実施  
  ④    日帰り練習会、県内合宿、県外合宿等の計画の立案と実施 

上記②として随時実施 

  ⑤    選手の国内外の遠征申請 

②と連携の上随時実施  
  ⑥    倫理におけるガイドラインの遵守 

    JSAF のガバナンスコードについての調査依頼、今年度は調査研究中 

 

（6）セーリングスポーツを通じて、国際交流の推進と関係団体との相互連携事業 

  ①    海の祭典への協力 

  8/25 ハンザ 15 艇協力 

  ②    国際ヨットラリーのイベント参画と応援  

今年度は主催者が、広島では未実施 
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2、『活動拠点収益事業』 

 （１）自動販売機売上事業 

  通年で実施 

 （2）親水公園清掃事業 

通年で実施 

3、『会員向け事業』 

 （１）JSAF、HSAF 会員が、楽しく、また生涯スポーツとして永くセーリング活動ができる支援事業 

  ①    メンバーミーティングの開催、会報の発行、ホームページ・フェイスブックなどの管理 

     ４月７日（日）ﾒﾝﾊﾞｰｽﾞﾐｰﾃｨﾝｸﾞ開催（参加 120 名）、県連会報「Sailing」300 部発行、FB 随時更新 

  ②    ＪＳＡＦ会員登録、団体登録、バッジテスト認定登録、小安協などの諸手続き 

      2019 年度 JSAF 会員登録数 210 人、県連登録のみ 48 人、合計 258 人（新規 78 人、継続 180 人） 

    前年度比 30 人増加（JSAF 会員 5 人増、県連 25 人増；あびの会会員他）  

  ③    表彰、感謝状の贈呈（県・市体協表彰推薦等） 

     ﾒﾝﾊﾞｰｽﾞﾐｰﾃｨﾝｸﾞにて 4 名、１団体をﾏﾂﾀﾞﾄﾛﾌｨ等表彰 

④  資格取得希望者に研修会、講習会への参加を促し資格の取得推進 

今年度の対象者無 

⑤  創立 70 周年記念式典、祝賀会の実施 

2019 年 11 月 23 日（土）リーガロイヤルホテル広島にて、記念講演会（講師；クリス・ミッチェル氏、 

 「ｲﾝｸﾙｰｼｮﾝｾｰﾘﾝｸﾞによる明るい未来」、式典（功労賞表彰 6 人、記念祝賀会（155 人） 

   記念誌「70 年の航跡」発行、70 周年記念特別委員会を組織し準備実施。 

 （2）施設等整備推進プロジェクト 

  ①    艇庫の建設推進 

 ハンザ用艇庫建設の推進 担当者と協議 2021 年度艇庫建設目標 広島県の 2020 年度予算へ設計費が計上 

  ②  75 周年中期ビジョン策定 

    情勢の変化を考慮して調査中 

 

4、『法人会計』 

 上記の 1～3 の事業の円滑なる運営事業 

    通年で実施 

 


